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農学における放射線・放射性同位体の応用研究

研 究
放射性同位体を用いた植物体内の物質動態解析
植物のミネラル動態制御、植物栄養学
放射線イメージング技術の開発

福島復興

学内業務

放射性セシウムモニタリング
作物の放射性セシウム低減対策
住民との対話、学生のフィールド学習

教 育
実習：放射性同位体の取り扱い、講義：放射線環境学
研究室：応用生命化学専攻

農：放射線取扱主任者
農：ダイバーシティ推進室長
全学：放射線管理部副部長
全学：男女共同参画室ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ部会長

放射線の特徴を最大限に活用した可視化技術を植物に応用することで、
植物体内の物質動態の解析とその制御のメカニズムを解明します。
塩類土壌でも育つ作物や放射性セシウムを含まない作物、低肥料で育つ作物等の創出を目指します。

塩に強いオオムギ シロイヌナズナ 放射性同位体イメージングと微小電極法のコラボレーション 蛍光タンパク質 ミネラル輸送体の
構造解析

研究室活動 卒業式 講義：駒場の例 実習：本郷（3年生）の例

原発被災地でのイネの栽培実験 除染土壌の山 住民・村長との対話 除染土壌の仮置場の見学 福島第一原発内の見学
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